
JP 2018-168470 A5 2019.7.11

10

20

30

40

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和1年7月11日(2019.7.11)

【公開番号】特開2018-168470(P2018-168470A)
【公開日】平成30年11月1日(2018.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-042
【出願番号】特願2018-98407(P2018-98407)
【国際特許分類】
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   Ｃ２２Ｃ    9/06     　　　　
   Ｃ２２Ｃ    9/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月31日(2019.5.31)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　ベーパーチャンバー（特許文献４，５参照）は、管状ヒートパイプの放熱性能を更に向
上させたものである。ベーパーチャンバーとして、冷媒の凝縮と蒸発を効率的に行うため
に、管状ヒートパイプと同様に、内面に粗面化加工、溝加工等を行ったものが提案されて
いる。プレス成形、打抜き加工、切削、エッチングなどの加工を行った上下２枚の純銅板
を、ろう付け、拡散接合、溶接等の方法により接合し、内部に冷媒を入れた後、ろう付け
等の方法により封止する。接合工程で脱ガス処理が行われることがある。
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